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県教育委員会では、平成３０年度ふくしまっ子体力向上総合プロジェクト「体力向上ム

ーブメント事業『みんなで跳ぼう！ｗｅｂなわとびコンテスト』」を開催しています。子

どもたちが楽しくクラスメイトと協力しながら友情を深め、体力・運動能力の向上が図ら

れることを目指しています。小中学校合わせて９７校（H31.1.21 現在）が参加しています。
今回は、コンテストに参加している学校の中から、塙町立塙小学校の取組をご紹介いた

します。

長なわ跳び（５分間０の字跳び）・長なわ記録会は塙小学校の伝統的な取組となってお

り、１５年以上も前から実践されています。

塙小学校では、記録会を年３回（各学期末）実施しており、記録会に向けて各学級が一

致団結して練習に励んでいます。記録会約１ヶ月前からは「スポーツタイム～長なわタイ

ム～」（火～木曜日の業間１０分）を全校一斉に実施しています。

平成３０年１０月３１日より、「ｗｅｂなわとびコンテスト」が始まったことを受け、

伝統は新たな歴史を刻み始めました。１２月１３日に開催された第２回目の記録会から、

３分間８の字跳びで実施することにしたのです。目標記録を達成した瞬間、体育館は大き

な歓声に包まれ、子どもたちは、記録を達成させるためには学級のまとまりが重要である

ことに気付いたようでした。

全学級がコンテストに参加し、子どもたちは、毎日刻々と入れ替わる順位をｗｅｂで確

認しながら、時間を惜しんで練習に取り組んでいます。毎週金曜日には各部門ごとにｗｅ

ｂのランキング表をプリントアウトして掲示し、昼の放送において体育委員会児童がラン

キングを発表しています。ｗｅｂでランキングが確認できるので、保護者の関心も高くな

り家庭で親子の対話や励ましなどが生まれたり、自校内での成績に満足することのない環

境ができモチベーションの維持・高揚に役立ったりしています。

「ｗｅｂなわとびコンテスト」に取り組むことで、互いに教え合い、励まし合い、フォ

ローし合いながら記録を向上させようとする姿が見られ、学級の団結力が高まっています。

また、運動の日常化が図られ、主体的に運動しようとする意欲も向上しています。
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